
 i
 1
 2630
 日本建築学会大会学術講演梗概藻
 (北陸)1992年8月
 OAP(大阪アメニテやハ㌧ケ)計画における杭の支持力実験
 (その2:鉛直載荷試験と引抜き試験)正会員○川村浩趾同鈴木俊雄翼1
 同小椋仁志糀同染川常二綿
 同桑原文夫罰同岸田英明距
 1.序
 本論文では、同名論文(その1)に引き続いて、極限鉛直支持力や極限引抜き抵抗を調べるために行った鉛
 直載荷試験と引抜き試験の概要と結果について述べる。なお、地盤や杭は、(その1)に示した通りである。
 2.鉛直載荷試験
 杭頭荷重Po,先端抵抗Pp(tf)
 載荷方法試験杭の極限支持力は建築基礎構造設計指針の0400800120016002000
 0
 計算式では約1,600tfとなるため、計画最大荷重は2,000tfと
 i令
 した。試験は4本の反力杭を用い、土質工学会rクイの鉛直載のご
 網α
 荷試験基準」のA法多サイクル方式縦って・処女荷重時の荷騨。
 重保矯間を6・分・1段階の荷重を2・・tfとして実施した・難
 .奮
 試験結果試験は杭を打設後31日目に行った。図1^'8にお承100
 杭頭荷重Po,先端(GL-37墨)抵抗Pp'》杭頭沈下量So,中間(GL一顰
 18聖)沈下量S猶,先端沈下量Sp関係、軸力分布、摩擦力'》沈下蔭
 150
 垢
 量関係をそれぞれ示す。これらの図から、次のこと
 が分かる。(i)基準支持力(Sp=D/10の時のPo,
 D:杭径1,200m皿)を、lo8Po'》108Sp関係の直線か
 ら外挿して求めると2,100tfとなる。これから、こ
 の試験杭は長期許容支持力Paとして約700tf期待で
 きることになる。一方、設計で見込まれるPaは杭
 先端の単位面積当たり250tf/fであるから、約280
 tf/本となる。したがって、試験杭は設計値に対し
 て十分な支持力を持っていることが確認できる。
 (li)図1中のPo{'Sq関係から軸方向バネ定数Kv
 を計算すると、Po=700tfではKv=:9.9x105㎏f/c口、
 Po=:280tfではKv=:12.8x105㎏f/c盛となる。道路
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 橋示方書に従って求めたKvは5.2x100kgf/c臓であるから、
 試験杭と地盤は十分:な剛性を持っているものと判断される。
 (iii)図3によると、周面摩擦力は極限値にほぼ達している
 と見てろかろう。図2からGL-18.0ロ以深の摩擦抵抗は1,000
 tf程度期待できる。(玉v)杭頭からGL-1hまでフリケ泊ン加ト処
 理としてφ140回国の穴を杭周に連続して設けたものの、図2
 で見ると300tf以上の摩擦抵抗が生じている。(v)図1で、
 Poが1,200tf以上になるとSpとSo,S聖との差が大きくなっ
 ている。これは、コンクリートの打設時に簡易載荷試験用の特殊
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 図1荷重'一沈下量関係
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 図2鉛直載荷試験の軸力分布
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 各区問の中心位置の沈下量(闘)
 図8摩擦力～沈下量関係
 なトレミー管を用いたことから一部不具合が生じ、GL-28.5猶の位置で強度が部分的に弱く:なり抗体がクラッ流した
 ためであることが、検討の結果判明した。しかし、それは荷重が1,200tf以上に:なってから表れたことであ
 り、この杭の設計支持力は280tf程度であることを考えると、今回の基礎杭の設計には全く影響しない。
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